

























































































































































































































































































































































１９９６年（平成８年） 改正保険業法施行 ← 金融ビッグバン（銀証保の一体改革）
生損保相互参入・算定会制度の見直し・保険仲立人制度の導入
銀行 ： 銀行法の改正



























めた ← 保険業法１００条の２ （保険会社の体制整備義務）
・ニーズの多様化に対応し多様な商品が提供される状況の中で、複雑な商品の理解困難性が生じ、商品間の比較が容易でなく、専門家
のアドバイスを求めようにも、中立的な情報源をどこに求めたらよいかも容易には分からない。 ➡ 募集時の規制、商品に対する規制、
募集主体の問題、支払管理面の規律にわたり、規制のあり方を総合的、全体的に考える必要がある
・個別論点として10項目を提示 → 情報提供義務、募集文書、募集主体、募集コストの開示、募集人の資質向上、等
・利用者保護の観点に加え、競争原理を通じて「より分かりやすく、より良い保険商品が優れたチャネルにより提供される」ように留意する
・顧客が認める価値を創り出す金融業に向けて、内外のプレーヤーが顧客目線で競い合い、金融イノベーションが生み出される市場が求
められる。保険は販売者にとって収益機会が大きく、販売会社側の事情で取扱商品が限定され、適切な選択肢が与えられない懸念あり
・多様化する需要に応え、「顧客目線で商品を設計・販売する態勢作り、顧客が負担するコスト構造の透明化」が重要
・商品開発者と販売者の連携（いわゆる製販分離）の在り方を不断に見直すべき
・独立系投信会社、保険仲立人等、中立的な立場での金融アドバイザーが不足
→ 顧客サイドに立った独立系金融仲介業者の育成
２．金融審議会での検討経緯
商品の在り方
や販売制度の
今日的見直し
の必要性
少子高齢化等の社会経済の
変化を背景にした
新しい消費者ニーズの
出現や多様化
保険ショップ等の大型代理
店やWEB等の非対面販売
あるいは銀行代理店等の
募集形態の多様化
国民生活センターや
ADRセンター等に寄せられる
苦情の多発と増加
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2012年4月11日開催の
金融審議会総会において
金融担当大臣より諮問
保険会社が
コントロールできな
い代理店の出現
３．金融庁の問題意識
シート 3
シート 4
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1.保険商品・サービス
のあり方
1-2 保険会社・グループの
業務範囲の見直し
2-2-1 意向把握義務
2-5 保険仲立人に対する規制
2-2-3 募集文書簡素化
2-3-1 保険募集人の
体制整備義務
1-3 共同行為の活用
2-4-2 その他
（委託型募集人の取扱い）
2-3 保険募集人の義務
2-2 保険募集の
基本的ルールの創設
2-4-1 適用範囲の明確化
2-3-3 保険募集人の
委託先管理責任
2-3-2 乗合代理店に係る規制
2-2-4 行為規制の適用除外
2-2-2 情報提供義務
2-4 募集規制の適用範囲等
関連：代理店の賠償責任
関連：代手の開示
1-1 新しい保険商品について
2-2-5 禁止行為の見直し
2-1 保険募集に係る
規制の再編成
2.保険募集・販売ルール
のあり方
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４．金融審保険ＷＧ報告書「新しい保険商品・サービス及び募集ルールのあり方について」13.6.11
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「２－１ 保険募集に係る規制の再編成について」
保険募集の規制のあり方を、販売チャネルの変化をはじめとする募集実態の変
化に対応できるよう
＊大型保険ショップ、銀行窓販、ウエッブ募集 等 の登場
（１） 情報提供義務等、保険募集全体に通じる基本的なルールを法律で明確
に定めるとともに、
＊募集人個々の義務 ・・・ 「意向把握義務」「情報提供義務」
＊「代理店」としての義務
「体制整備義務」
比較推奨販売を行う乗合代理店の 「追加的体制整備義務」
外部委託先の管理責任
（２） 保険会社を主な規制対象とする現行法の体系を改め、保険募集人自身
も保険会社と並ぶ募集ルールの主要な遵守主体とする法体系へと移行
する必要がある。
＊保険会社のコントロールの利かない代理店への金融庁による直接の監督
「規制の再編成」と「基本的ルールの創設」
シート 5
シート 6
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Ⅰ．講
　　　
演
6平成２６年５月２３日成立「保険業法等の一部を改正する法律」
■ すべての募集人に適用
２９４条 「情報の提供」
２９４条の２ 「顧客の意向の把握等」
２９４条の３ 「業務運営に関する措置」（体制整備義務）
３０５条 「立入検査等」（外部委託者への立入検査等）
■「特定保険募集人（その規模が大きいものとして内閣府令で定めるものに限る）
または保険仲立人」に対して適用
３０３条 「帳簿書類の備付け」
３０４条 「事業報告書の提出」
■ 附則１１９条 ブローカーに関する長期契約の認可制を削除
■ 公布の日から、２年以内に施行
政省令（内閣府令）、金融庁の監督指針、各種のルール・マニュアルの作成
５．改正保険業法のポイント
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■ これからの代理店経営
・第一線での募集実務の変化 ・・・ 教育・指導・管理の徹底
・業法２８３条による保険会社の賠償責任 ・・・ 保険会社からの求償
・委託先の管理責任
・比較推奨販売を行う乗合代理店 独自の募集プロセスへの対応
代理店経営における「選択肢」
・内閣府令で定める「特定保険募集人」
監督と検査への対応、経営コストの増大
・代理店と保険会社の新たな関係
６．新たな募集ルールの下での代理店経営
シート 7
シート 8
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